第３３回　全国建具展示会

石川大会

審査会実施マニュアル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成１１年６月７日～１１日

全国建具組合連合会

会長　相川敏正

　　　　　　　　　　　　　　　　展示会開催担当

　　　　　                      石川県建具協同組合

　　　　　　　　　　　　　　　　　石川大会実行委員会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋正俊　℡ 0761-22-5377

　　　　　　　　　　　　　　　　　展示会部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松田年武　℡ 076-245-4110

　　　　　　　　　　　　　　　　　審査担当委員

                                      奥野龍雄　℡ 076-240-0880

会　　場

　　　　　　　　　　　　　　　　石川県産業展示館　４号館

　　　　　　　　　　　　　　　　　石川県金沢市袋畠町南１９３番地

                                                 ℡ 076-268-1121

石川大会展示会審査担当委員

趣意書

　　　　　　斯界の一翼を担う建具業界も厳しい経営環境の中で全国から数千名

          の同業者が、建具業界の在り方等、当面する諸問題について考え全国

　　　　　同業者が一同に会する業者大会をはじめ全国建具展示会が当地石川県

　　　　　で実施されます事は心からの喜びと敬意を表します。

　　　　　　全国大会４３回、建具展示会３２回と先輩の方々の御苦労の中で、

　　　　　今年も全国各地から優れた作品、創造作品、伝統的駆使した作品を出

　　　　　展して頂き、各省庁、県、市、町、各会の後援、協賛の元に後援諸官

　　　　　庁及び団体に主催者が委嘱して、厳正公正を旨として、第３３回全国

　　　　　建具展示会審査会実施に当たり、地元審査担当委員は、出品者、及び

　　　　　審査員、審査会役員等に心からの敬意を表すると共に過失のないよう

　　　　　に速やかに審査会が開催、終了する様に準備をし、皆様が一致団結し

　　　　　て御協力を御願いするしだいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催地担当役員　奥野龍雄

　 　　　　　　　　　　　    　　　　　                   〃　　　　平野正毅

審査会会場打合せ

Ａ，　　　　　　　　　　　　印刷物について

１．
1部2部3部4部の受付原簿を製本

(審査委員に３セット必要)
８～１０セット
展示部

２．
1部2部3部4部の境、区分けの看板
４個
展示部

３．
出展者用看板裏に受付原簿の番号を書き入れておく
出展数
展示部

４．
１部～４部の色分けした厚めの紙に審査番号を書く
出展数
審査部

５．
審査番号順に出展者名簿を作成する。(出品目録)(再度確認)
名簿を１部印刷会社に渡し、大至急印刷する。
確認して

　　必要部数
　　3,000部
作品募集委員
本部

６．
審査要領と採点表を印刷、作る。(製本)(第一次審査に出す)
３５～４０部
本部､審査部

７．
第１次審査用紙は１、２、３、４部を色分けして

部門別、審査員別に作る。

· 第１次、第２次審査用紙は審査員１人に各部門別に

（１枚ずつ作る。）
審査員の数
青年部

８．
第１次審査の集計用紙を準備しておく（パソコン）
必要部数
青年部

９．
第2次審査用紙を１、２、３、４部を色分けして部門別、審査委員別に作る。
必要部数
青年部

10．
第２次審査の集計用紙を準備しておく（パソコン）
必要部数
青年部

11．
入賞作品用看板、展示用を製作（金文字その他）
入賞者数
表彰委員

12．


１、２、３、４部の境と場所を判るように色分けした展示場の平面略図を作る。
審査員の分
青年部

13．
審査打合せ会、及び審査会日程表、式次第、出席者名簿、

要領書を作成（受付用）
３０～４０部
審査部

14．
審査委員名簿、担当役員名簿を作成
受付用
審査部

15．
賞の種類表
開催地役員用
審査部

16．
審査配点表(審査委員用)
３０～４０部
青年部

17．
審査後の審査員用アンケート用紙

審査部

18．
連合会審査委員好評用紙

審査部

19．
出展者用感謝状（入賞者を除く出展者）

本部

20．
技術員賞の作品査定用紙
3部
審査部

21．
審査会場控室用案内看板、本部室看板
各１ヶ所ずつ
展示部

Ｂ，

22．
業者大会の入賞者表彰者席用の札
表彰者全部
表彰委員

23．
入賞者名簿、印刷会社にて大至急製作

　　　　　　　　　※１０日夜懇親会場に
2,500~3,000部

４０部
本部､審査部

青年部

24．
審査委員、審査担当役員、関係役員の会場，宿泊案内状を作成
３２通
本部、又は

審査部

25．
ＮＯ．４，８，１０，１３の色分け

第1部 白色　　展示番号　101~199

第2部 薄緑色　   〃   　201~299

第3部 黄色　　   〃   　301~399

第4部 空色　　   〃   　401~499
３０～３５

６５～７０

２０～３０

２５～３５


26･
審査会，懇親会式次第　案内状（２５）
４０部
審査部

Ｃ，　　　　　　　　　　　　準備する物

イ、
審査委員，関係役員，担当役員の宿泊ホテル


ロ、
送迎バス、駅～会場～ホテル　

　　　　　　　　　　　タクシーチケット(タクシー会社)にお願いする。
１式

ハ、
審査員控室、審査会場，接待本部室
３室

ニ、
審査会場設営、テーブル，その他（テーブル　３０～４０名分）

　　　　　　　　　　　　　　　（コンピューター席　７席）
１式

ホ、
審査会打合せ会会場設営　　　　　　　　　　【ホテル】(9日)
６月９日

へ、
打合せ会終了後の夕食の懇親会　　　　　　　【ホテル】（9日の夜）
30名~35名

ト、
審査会終了後の懇親会会場設営(松魚亭送迎バス)(10日の夜）
36名~40名

チ、
胸リボン～審査員用腕章
？

リ、
電卓
25~30個

ヌ、
バインダー　Ｂ４用
25~30個

ル、
鉛筆（消ゴム付、1人3本）（第一次審査に出す）
70~90本

オ、
ノート
5冊

ワ、
コピー用紙、コンピュータ用紙
1式

カ、
審査員、担当役員、関係役員御土産（袋一式，菓子箱、お盆）
３０～３２コ

ヨ、
コーヒー～コーヒーセット（３０～４０名分）（松田さん）

茶器一式、布、御茶菓子、お盆、タバコ盆、お絞り(60枚~70枚)
３０～４０名分

タ、
コンピューター（ノートパソコン）（青年部）

レーザープリンター2台、カラープリンター1台（インクジェット）
４台～５台

２台～３台

レ、
コピー機
一台

ソ、
黒板、その他（TEL、FAX）
一式

ツ、
テーブルネーム、名札（３０人分）
全員

ネ、
懇親会後の送迎バス（ホテルまで）


ナ、
審査会昼食弁当　　　　　　　　　　　　　　　（永野）
展示部

ラ、
開催地担当役員弁当（青年部，婦人部）　　　　（ 〃 ）


審査委員会開催地マニュアル

会場マニュアル【６月７日～６月１２日】

日　時
規　　　　程
要　　　領
担　当

11年2月30日
作品展示要領
石川県実行委員会用


　　　　〃
審査会実施要領
開催地審査会役員用


     4月30日
審査要領と採点表
審査会、役員会用(審査用)


     3月15日
審査会，会計，予算書
石川県実行委員会用


   3月1日より
計画、担当、会議
審査会（随時）


   　　〃
審査会、表彰委員会打合せ
随時


   　　〃
審査会、青年部打合せ
随時


     3月20日
大会委員会､組合理事会(案)

　　　　　　　　　　承認
理事長、又は理事会


   4月1~30日
打合せ会
審査会、青年部


   5月1~15日
最終打合せ会
審査会､表彰委員会､

大会委員会


     5月20日
最終打合せ会(審査会)
本部､審査会､青年部､婦人部


  6月1日~5日
       
最終確認作業

1 青年部、審査会

2 [出品目録][審査要領]

3 [審査打合せ会要領式次第]

4 [審査会案内状､式次第]

5 [懇親会式次第]

6 [受付原簿10ｾｯﾄ、3部査定用]

7 [ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ､入力原簿]
審査会､表彰委員会、

大会委員会
印刷物について

準備する物について

宿泊ホテルについて

送迎バスについて

懇親会会場

印刷所の手配について

各省庁の交通送迎について


    6月5~6日
最終リハーサル
関係委員会全部


     　6月7日
全建連又は技術委員打合せ
展示会､審査会随時

(査定員3名､青年部午後より)


       6月7日
審査会､青年部打合せ
午後4時より（配点表について）


       6月8日
全員集合　AM8:00
役員､青年部､婦人部


　　　　 〃
展示会場､各室の設営
査定員、本部役員接待


　　　　 〃
PM0:00  弁当配布
全員


　　　　 〃
PM6:00　終了



       6月9日
AM8:00　全員集合
出席者確認


　　　　 〃
各室の設営確認



　　　　 〃
青年部コンピュータ､ｺﾋﾟｰ機、各用紙､電話の確認



　　　　 〃
AM10:00 本部役員と打合せ
全建連役員､審査役員､担当


　　　　 〃
担当役員は各自手配



　　　　 〃
接待の婦人部手配
準備用品確認


　　　　 〃
PM0:00 弁当配布



　　　　 〃
　〃    査定委員､本部役員

        弁当用意
婦人部お茶を出す


日　時
規　　　　程
要　　　領
担　当

 11年6月9日
PM1:00～審査配点表

　　　　　　　　　打合せ
青年部､委員会(査定委員確認)


　　　　 〃
審査員､各省庁､本部委員来県、

駅～会場送迎手配
開催地担当役員

　　　　午後3時より


　　　　 〃
PM4:00より

縄はり､1部~4部の境区分け看板､出展者用看板色分け､審査番号､1部~4部の部門別色分け平面略図確認


　　　　 〃
審査員名簿確認
青年部、本部役員


　　　　 〃
PM2:00金沢都ホテルにて

(お茶、コーヒー)　受付準備

PM3:00審査委員会受付開始
開催地担当役員

(受付用名簿､胸リボン､名札､

テーブルネーム､メモ用紙)


　　　　 〃
全建連審査委員､役員控室に

　　　　　　　　　　　案内

お茶又はコーヒーを､茶菓子を出す。（打合せ会場用）
コーヒー又はお茶

ホテル､JTBにお願いする。


　　　　 〃
PM5:00 審査委員会、審査打合せ会

　　　　　　　　　　[審査打合せ会用式次第により進行]
 PM5:00~8:00まで   審査委員         　20~23名

  　　　　　　　　　 審査担当委員　　　　　6名

≪高橋会長参加≫　　 次期開催地担当役員　　1名

　　　　　　　　　　 開催地担当役員　　 3名~７名  計40名


　　　　 〃
会議終了後夕食の準備

　　　　　　都ホテル
宿泊されない委員の方も

ホテル､JTB　　　　　同様


     6月10日

　　　AM8時
開催地､担当役員 全員集合

高橋会長､展示部長同席

高橋会長挨拶

展示部長､担当役員挨拶

開催地審査役員

　スケジュールミーティング
担当役員､青年部､婦人部


　　　　 〃
AM8:00

　　　送迎バスホテルへ手配
各ホテルへ手配

（JTB）


　　　　 〃
AM8:30 受付開始
開催地役員


　　　　 〃
各担当各自職場に配置
審査委員､本部役員は控室に案内


　　　　 〃
　　１、テーブルに審査委員、担当役員の名札を置く

　　２、審査要領と採点表を配布（バインダー付で配布）

　　３、消しゴム付鉛筆3本配布

    ４、審査委員､着席次第コーヒーを出す（婦人部）

PM9:00

　　５、審査会開会[審査会要領と式次第にて進行]
　　６、審査員に1~4部の色分け平面略図を渡す

　　７、審査員が第１次審査に席を立つ

　　８、色分けした第1次審査用紙を1~4部別

        審査別にテーブルの審査委員席に置く

　　　　[1部は白][2部は薄緑][3部は黄色][4部は空色]

　　９、お絞り､御茶菓子を出す

                      (審査委員が帰り次第出す）


日　時
規　　　　程
要　　　領
担　当

　　　6月10日
　　10、審査委員が第1次審査用紙に記入出来次第受け取

　　　　って集計係に渡す（担当役員）

　　11、第1次審査集計出来次第コピーで全建連審査担当

　　　　役員に渡し、担当役員が第２次審査対象番号を選

　　　　択する（青年部､地元担当者）

　　12、審査委員に第2次審査対象の審査番号を発表する

　　　　（全建連審査担当役員）

　　13、第2次審査対象の審査番号以外は審査番号札を伏

　　　　 せて置く（開催地担当委員）

PM0:00

　　14、控室にて弁当とお茶をだす（開催地役員､婦人部）

PM1:00

　　15、第2次審査開始（第2次審査説明本部委員）

　　16、第1次審査で選択された審査番号のみ記入してあ

　　　　る第2次審査用紙を各々のテーブルに置く

　　　　[担当役員）

　　17、全建連の審査委員の席には審査好評用紙を３枚ず

　　　　つ置く

　　18、お絞り、御茶菓子、お茶を出す

　　　　(審査委員が帰り次第出す)(婦人部)

　　19、審査委員が第2次審査用紙に記入次第受取って集

　　　　計係に渡す（担当委員）

　　20、第2次審査の集計出来次第コピーして全建連の担

　　　　当委員に渡す(青年部)

　　21、得点の上位から最初に分けた総理大臣賞以下各賞

　　　　を決定していく。上位の賞が制約に触れてないかを

　　　　確認する（審査委員会）

　　22、審査委員会終了後、査定委員により全国技術委員

　　　　長賞を決定する

　　23、第33回建具展示会入賞者名簿作製(青年部､役員）

　　24、第33回建具展示会表彰１欄表作製(青年部)
表彰委員

審査終了後作業

11年6月10日
PM4:00展示場に行き各賞を出展作品につける

　　　　　　　　　
(総理大臣賞以下の各作品を痛めないように注意）

　　　　 〃
PM4:00懇親会場用送迎バス(会場移動)
30~40人用

(審査会終了確認の上案内)

　　　　 〃
PM6:00懇親会開会（審査委員20~23名、担当委員6名、次期開催地2名、地元担当7~8名）
開催地担当者

　　　　 〃
PM6:00入賞者名簿を50部(40部＋(控)10部)を

　　　　　　　　　　　　　　懇親会場に届ける


　　　　 〃
PM6:00入賞者に連絡して業者大会の表彰式に支障の無いように万全の備えをすること
県本部役員に御願いする事

　　　　 〃
PM6:00入賞者名簿のコピーを1部筆耕者に届け表彰状に記入する
表彰委員に御願いする

　　　6月10日
PM6:00入賞者名簿のコピーを1部印刷会社に渡し翌朝までに印刷する
県本部役員に御願いする事

(総会用)(大会用)

　袋に入れる分

　　3,000部

　　　　 〃
PM6:00業者大会表彰者席用張紙を作る
(表彰委員会)又は

(業者大会委員会)

確認作業

1 審査番号順の出展者名簿を(出展目録)を再確認する。

2 出展者看板と出展作品に間違えが無いか再確認する。

3 建具の展示面、再確認。　　　　　　　　　　　　　　　　（表彰委員会）

4 入賞作品と賞に間違えが無いか再確認する。　　　　　　　（審査担当役員）

[賞の制約]
　⑴　最終決定時において、下記の点に留意する。

1 内閣総理大臣賞は２年連続して受賞は出来ない。通産３回までとする

2 通産・建設・労働・農水の各大臣賞及び各長官賞、院長賞は同一の賞を連続２年までとする。

　⑵　林野庁長官賞以上の入賞作品は１人１賞とし、その他の賞を含め１人２賞までとする。

　⑶　全国建具組合連合会本部が作製した過去の入賞者名簿を確認して決定する。

[技能名工作品]

　　　内閣総理大臣賞を通算三回受賞者には、技能名工として全国建具組合連合会会長賞を送り

　　　表彰する。

　　　特典として、次回からは出展料を免除し、技能名工作品として、参考出展することができ

　　　る。（その際、過去の受賞歴を披露）

[賞の配分]

　⑴　各大臣賞の受賞区分に基づく配分を第１とする。

　⑵　出展部門別の数に比例する配分を第２とする。

[入賞者の決定]

　　　審査委員長が審査委員会にはかり決定する。

[全建連技術委員長賞]

　　　審査委員会の審査とは別枠として全国建具展示会出品作品査定委員（３人）による「技術

　　　委員長賞」を設ける。

[入賞者名簿の作成・配付]
　　　入賞者名簿を作成し、業者大会会場において配布する。

[入賞者の発表]

　　　当日中に審査を終了し、表彰式に支障のないように入賞者に通知する。一般はその後発表

　　　する。

[審査講評]
　　　講評は審査委員長が業者大会で行う。全建連関係審査委員は、審査講評の資料作成に協力

　　　する。

第33回　全国建具展示会開催要綱

全国建具組合連合会

石川大会実行委員会

１．目　的

　　⑴　多様化する住宅の需要に適用するため、全国より優良建具を募集、一堂に出品展示

　　　　して技術の交流、開発を図る。

　　⑵　デザイン及び新製品の開発、新分野の開拓を図る。

　　⑶　一般公開により建具に対する認識を高める。

　　⑷　関連業者及び商社との交流を深め住宅建設産業振興を図る。

　　⑸　後継者に意欲を持たせ、伝統技術の保存に努める。

　　⑹　機会メーカーとの交流を図り、先端技術を駆使して優れた作品が短時間に出来る製

　　　　品開発に努める。

　　⑺　木とアルミは住宅産業に不可欠であり、アルミ商社との交流を図り快適な住まいの

　　　　建設に寄与する。

２．名　称

　　　第３３回全国建具展示会

３．主　催

　　　全国建具組合連合会・石川県建具協同組合（主管：石川大会実行委員会）

４．会　期

　　　平成１１年６月１１日（金）～１３日（日）　３日間

５．会　場

　　　石川県産業展示館

　　　金沢市袋畠町南１９３番地

　　　☎　０７６（２６８）１１２１

６．展示会要領

　　⑴　出品者の資格

　　　　全国建具組合連合会の構成員であること。

　　⑵　作品の分類

第1部 伝統的な技術を最高に駆使した工芸的木製建具で１セットの面積が１．５㎡　　　　以上の作品。（衝立などこれに準ずる作品を含む）

　　　　　　　
第2部 実用性、機能性及び流通性をもった作品で、組子を採り入れた場合には付子　　　　を含む組子面積が総面積の４分の１を超えないこと。

　　　　　　　（格格子，硝子戸，門扉，障子，書院，襖等）

第3部  出入り口ドアの完成品で、塗装は自由とする。突き板、ラッピング仕上げは差し 

        支えない。

（ユニットドア、パーティション等）

第4部  １部，２部，３部に該当しない木製品、金属、新素材及び複合材で構成されたも

　　　  の。

　　　　（木製サッシ、収納家具並びに1.4㎡満たない衝立、屏風を含む）

　　　　（制約）①　各部の作品について、消費者価格なきもの審査の対象としない。

　　　　　　　　　　（入賞者を除く出展者には感謝状を贈呈）

            ②　事前査定は、第一次審査開始前に査定員3名により査定し、不適格な作品

  　　　　　　　　　の場合は、他部への移行などの処置を行う。
７．審査員

　　後援諸官庁及び団体に主催者が委嘱するほか、全国建具組合連合会の各地区協議会より１

　　名ずつ選出する。

８．審査日

　　平成１１年６月１０日（木）　９時～１６時

９．表彰日時

　　平成１１年６月１２日（土）　９時３０分～１１時３０分

10．表彰会場

　　第４４回全国建具業者大会会場

　　　　　小松ドーム

　　　　　石川県小松市林町ほ５番　☎０７６１（４３）１６７７

　参考　　展示会場は「石川県産業展示館」ですので、同封の地図等を参照にしてお越しくださ

　　　　　い。展示会場には関連機械業者・メーカー及び県内物産品のテナント協賛出展を予定

　　　　　しています。

